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道路に刻む自分の足跡、
　心に刻むマラソンの思い出。

市報

東九州自動車道
苅田北九州空港 IC～行橋 IC
開通記念マラソン



3キロコース 1位
山口 純和さん

（行橋市立延永小学校教諭）

5キロコース 1位
江原 駿太さん

（小倉高校 2年 陸上部長距離）

10マイルコース 1位
飯干 守道さん

（リハビリテーション 専門学校 3 年）
※トライアスロン世界大会日本代表経験者

東九州自動車道

苅田北九州空港IC－行橋IC開通記念マラソン
2,240のランナーが集結！

　11 月 12 日に延永小学校の４年生
児童が、建設中の高速道路に絵をか
きました。そんな道路で今回、教師
である自分がランナーとして参加で
きたことで、思い出に残る大会になっ
たと思います。気持ち良かった！

　1 位入賞を狙っていました。平田選
手がいいペースで引っ張ってくれた
ので頑張れました。途中、アップダ
ウンがありましたが、最後に沿道か
ら応援をもらえて嬉しかったです。

　1 週間前に、北九州でフルマラソン
に参加した後での今大会の参加です。
1 週間で調整がギリギリ間に合いまし
た。世界のトップ選手と一緒に走れ
ましたし、一生の思い出になる楽し
い大会でした。

　普段は、雪道を長い時間をかけて走
りますが、今回は新しく敷かれた道路
ということもあり走りやすかったで
す。三津谷選手と一緒に走り、ペース
を作ってもらったおかげで、予想より
も１分早くゴールできました。

皆
さ
ん
、ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
お
疲
れ
様
で
し
た
！

新
潟
県
か
ら
参
加

最
高
齢
参
加
者

招待選手（写真並び順）

10マイルコース 4位
野村 謙夫さん

（空自佐渡分屯基地所属）

3キロコース出場
岩﨑 末江さん（御年 93 歳）

写真上段右から
　　⑩野本大喜 選手
　　⑩塚本秀志 選手
　③⑤平田武司 選手
　　⑩上田敏斗美 選手

写真下段右から
　⑩飛松誠 選手
　⑩三津谷祐 選手
　⑩越智純子 選手

※氏名左の数字は出場コース

26．３．1　②③　26．３．1

【 問合せ 】　市 国保年金課 国民健康保険係　℡ ２５ - ９７２２

会社を退職したときなどは、
必ずいずれかの健康保険に加入しましょう
　国民は必ず国民健康保険、被用者保険のいずれかの公
的保険に加入しなければなりません。被用者保険の資
格を喪失したときには、国民健康保険に加入する必要
があります。
　国民健康保険への加入の手続きは、被用者保険の資
格を喪失した日から 14 日以内に行ってください。

※届出が遅れると、届出までの間の医療費を全額自己
　負担しなければなりません。また、届出までの間の
　保険税をさかのぼって納めなければなりません。

高齢者の医療費が 2 割に引き上げられます

自己負担限度額
所得区分 外来（個人単位） 外来 ＋ 入院（世帯単位）

　現役並み所得者※ 44,400 円

80,100 円
※医療費が 267,000 円を超えた場合は、
　その超えた分の 1% を加算

（4 回目以降の場合 44,400 円）

一般

平成 26 年 4 月 2 日以降に
70 歳を迎える方 24,600 円

62,100 円
（4 回目以降の場合 44,400 円）

平成 26 年 4 月 1 日までに
70 歳を迎えた方 12,000 円 44,400 円

　低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円

　低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円

　70～ 74歳の方の医療費の窓口負担割合は本来2割でし
たが、国の特例措置によって、現在、1割に負担が抑えられ
ています。
　しかし今回、平成26年 4月 2日以降に70歳の誕生日を
迎える方（生年月日が昭和19年 4月 2日以降）から順に本
来の2割負担へと戻されます。

制度改正後の自己負担割合

平成 26 年 4 月 1 日までに 70 歳を迎えた方
1 割のまま
※一部負担金の割合の欄が『2 割（特例措置により 1 割）』
　という表記になります。

平成 26 年 4 月 2 日以降に 70 歳を迎える方 2 割

　医療費負担額の引き上げに伴って、自己負担限度額も変更になります。

被用者保険などに加入したら、
国民健康保険の喪失手続きをしましょう
　職場の健康保険に加入したときや、健康保険の被扶養
者となったときなど、被用者保険に加入した場合は、加
入した日から14日以内に、国民健康保険の喪失（やめる）
手続きを行ってください（自動的に喪失されません）。
　手続きをしなかった場合、国民健康保険に加入したま
まになり、国民健康保険税もかかり続けます。また、被
用者保険加入後に国民健康保険を利用し受診した場合
は、国民健康保険から支払われた医療費を返還していた
だきますのでご注意ください。

※ 同一世帯の中に、一定以上の所得（住民税課税所得 145 万円以上）がある 70 歳～ 74 歳の国保被保険者がいる人をさします。
①窓口負担額が法令で定められた限度額を超えると、超えた額について高額療養費として払い戻しを受けることができます。
②住民税非課税世帯は、市に申請をすれば入院時の医療費と食事代の減額認定を受けることができます。

※現役並み所得者および後期高齢者医療制度の対象となる一定の障害認定を受けた方は除きます。

70歳～74歳の国保加入者には、医療費の自己負担
割合を示す「高齢受給者証」を送付します。
　高齢受給者証は、70歳の誕生日の翌月（月の初日
が誕生日の人はその月）から利用できます。受診する
ときは、保険証と一緒に忘れずに提示してください。
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◇
場
所
　
行
橋
市
南
大
橋
３
‐
１
‐
１

◇
構
造
等

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

５
階
建　

　

※
エ
レ
ベ
ー
タ
無

◇
建
築
年
度　
昭
和
50
年

◇
間
取
り

　

２
Ｄ
Ｋ
（
和
室
4.5
帖
、６
帖
、台
所
5.5
帖
）

◇
募
集
戸
数　
15
戸
程
度

◇
入
居
資
格

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

・
市
町
村
税
お
よ
び
県
民
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方

・
市
営
住
宅
ま
た
は
雇
用
促
進
住
宅
に
入

居
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
方
に
あ
っ
て
は
、

現
に
そ
の
家
賃
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

・
世
帯
全
員
の
合
計
所
得
が
、

月
額
１
５
８
、０
０
０
円
以
上

２
５
９
、０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

※
所
得
は
収
入
と
は
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
所
得
証
明
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
単
身
可

◇
家
賃
　
月
額
２
５
、０
０
０
円

◇
敷
金
　
７
５
、０
０
０
円

　
（
家
賃
の
３
カ
月
分
に
相
当
す
る
金
額
）

 市営住宅の入居者を募集しています！

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
市
が
管
理
す
る
賃
貸
住
宅
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
住
ま
い
に
よ
り
、
所
得
に
よ
る
入
居
条
件
が
あ
り
ま
す
。
各
項
目
を
ご
確
認

の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●問合せ　市 都市政策課 住宅管理係
　TEL ２５ - １１１１（内線 1321）

　

現
在
空
き
家
待
ち
の
状
態
で
す
。

　

事
前
に
抽
選
を
行
い
、
空
き
家
が
出
次

第
、
上
位
の
方
か
ら
順
に
入
居
の
案
内
を

し
ま
す
。

◇
申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
火
）
～
４
月
14
日
（
月
）

◇
抽
選
日
時
・
場
所

　

5
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
者
に
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

◇
空
家
待
ち
の
有
効
期
限

　

平
成
26
年
6
月
1
日 

～
翌
年
5
月
31
日

◇
申
込
資
格

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
。

②
所
得
基
準
に
合
う
方
。

　

同
居
し
よ
う
と
す
る
家
族
（
既
婚
者
を

含
む
）
の
所
得
を
含
め
、
諸
控
除
後
の
月

額
が
平
成
26
年
度
受
付
の
所
得
基
準
額
（
※

表
１
参
照
）
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

１
世
帯
で
２
人
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合

は
、
各
所
得
金
額
を
合
算
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
は
、
収
入
と
は
異
な
り
ま
す
。
所

得
証
明
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
。

※
公
営
住
宅
（
県
営
・
市
営
・
町
営
・
村
営
）

の
使
用
名
義
人
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

④
過
去
に
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
方

で
、
不
正
な
使
用
を
し
た
こ
と
が
な
い
方
。

⑤
共
同
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き

る
方
。

⑥
入
居
名
義
人
は
成
年
者
（
20
歳
未
満
の

既
婚
者
を
含
む
）
で
あ
り
、
同
居
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方
。

⑦
一
般
市
営
住
宅
・
行
事
北
団
地
２
Ｄ
Ｋ

の
単
身
入
居
の
場
合
は
、
昭
和
31
年
4
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
。

⑧
桜
町
団
地
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
単
身
入
居
可
能

年
齢
は
65
歳
以
上
で
す
。

⑨
子
育
て
支
援
用
住
宅（
行
事
北
団
地
）は
、

小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
と
同
居
し
扶
養

し
て
い
る
方
。

※
期
限
付
き
入
居
で
す
。
扶
養
す
る
子
ど

も
が
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
に
退
去
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑩
車
椅
子
用
住
宅
は
、
常
時
車
椅
子
の
使

用
を
必
要
と
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
２
級

以
上
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は

そ
の
方
を
含
む
世
帯
。

⑪
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑫
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
６
号
に
規
定

す
る
「
暴
力
団
員
」
で
な
い
こ
と
。

※
表
１【
平
成
26
年
度
受
付
の
所
得
基
準
】

一
般
世
帯

１
５
８
、０
０
０
円
以
下

高
齢
者
等
世
帯

２
１
４
、０
０
０
円
以
下

◇
連
帯
保
証
人

　

入
居
者
と
連
帯
し
て
家
賃
そ
の
他
の
責

務
に
つ
い
て
一
切
の
義
務
を
負
担
す
る
た

め
、
な
る
べ
く
市
内
在
住
で
、
申
込
者
と

同
程
度
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
収
入
の
あ
る

方
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
申
込
提
出
書
類

　

左
記
の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
入
居
申
込
書

②
住
民
票
（
世
帯
全
員
）

③
所
得
証
明
書
（
世
帯
全
員
）

◇
そ
の
他

・
家
賃
の
納
付
は
口
座
振
替
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・
住
宅
で
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

・
家
賃
の
納
付
は
毎
月
末
ま
で
に
、
そ
の

月
分
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
退
去
の
際
は
、
畳
の
表
替
え
・
襖
の
張

替
え
、
破
損
箇
所
の
修
繕
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

大
橋
団
地
（
行
橋
市
公
共
賃
貸
住
宅
）

一
般
市
営
住
宅
・
桜
町
団
地
・
行
事
北
団
地

【
入
居
・
抽
選
の
受
付
】

　

行
橋
市
役
所 

西
棟
３
階

　

都
市
政
策
課 

住
宅
管
理
係

26．3．1　④

黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
へ
行
く

 
『
馬
ヶ
岳
ウ
ォ
ー
ク
第
２
弾
』
３
月
29
日
（
土
）
９
時
～
15
時
（
受
付
は
12
時
ま
で
）

　

大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
で
大
き
な
賑
わ

い
を
み
せ
る
馬
ヶ
岳
。
好
評
に
つ
き
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
第
２
弾
と
し
て
豊
臣
秀

吉
が
こ
の
地
域
に
訪
れ
た
日
に
合
わ
せ

て
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
甲
冑
を
着
た
武
将
も
大
集

結
！
戦
国
時
代
の
陣
を
再
現
し
ま
す
。

武
将
た
ち
と
記
念
撮
影
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
？

　

さ
ら
に
は
、
特
製
の
戦
国
汁
の
販
売

も
！
冷
え
た
体
に
し
み
る
美
味
し
い
戦

国
汁
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

参
加
無
料
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
方
法

・
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

・
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

・
当
日
、
各
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
駅
で
受
付

　

を
し
、
各
自
で
ス
タ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
受
付
時
間
】
９
時
～
12
時

※
ス
タ
ー
ト
地
点
へ
は
、
公
共
交
通
機
関
を

　

利
用
し
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

平
成
筑
豊
鉄
道
を
ご
利
用
の
方
に
は
、
ス

　

タ
ー
ト
駅
に
下
車
の
際
に
「
ち
く
ま
る
ハ

　

ン
ド
タ
オ
ル
」
を
差
し
上
げ
ま
す
（
先
着

　

５
０
０
人
）。

※
平
成
筑
豊
鉄
道
で
往
復
の
運
賃
が
千
円
以

　

上
か
か
る
方
は
、
千
円
で
１
日
乗
り
放
題

　

の“
ち
く
ま
る
キ
ッ
プ
”が
お
ト
ク
で
す
！

　

ま
た
、
ち
く
ま
る
キ
ッ
プ
に
は
「
源
じ
い

　

の
森
温
泉
」
無
料
特
典
が
付
き
ま
す
。

戦
国
汁
の
販
売

　

各
コ
ー
ス
「
杉
ノ
木
」
地
点
で
、
温
か
い

戦
国
汁
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
戦
国
汁
を
食

べ
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
半
に
臨
も
う
！

・
戦
国
汁　

１
杯 
１
０
０
円

※
先
着
２
０
０
人

官
兵
衛
・
長
政
・
黒
田
24
騎
参
上
！

※
前
日
の
雨
に
よ
り
、
中
止
ま
た
は
コ
ー
ス
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ス

【
Ａ
：
ゆ
く
は
し
コ
ー
ス
】

　

約
８
・
５
km　

所
要
時
間 

約
２
時
間
30
分

　
①

豊
津
駅 ⇒

 

天
生
田
池
（
古
里
自
然
癒
し

　
　

の
里
）⇒

 

馬
ヶ
岳
登
山
道
入
口 ⇒

 

展
望

　
　

台 ⇒

 

二
ノ
丸 ⇒

 

②

本
丸 ⇒

 

畝う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り

状
竪
掘

　
　

群ぐ
ん ⇒

 

③

杉
ノ
木 ⇒

 

豊
津
駅

【
Ｂ
：
み
や
こ
～
ゆ
く
は
し
コ
ー
ス
】

　

約
６
・
５
km　

所
要
時
間 

約
２
時
間

　
①

新
豊
津
駅 ⇒

 

花
熊
道
入
口（
二
兒
神
社
）

　
　

⇒

②

本
丸 ⇒

 

二
ノ
丸 ⇒

 

展
望
台 ⇒

 

　
　

畝う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

状
竪
掘
群 

⇒

 

③

杉
ノ
木 ⇒

 

馬
ヶ
岳

　
　

登
山
道
入
口 ⇒

 

豊
津
駅

①
ス
タ
ー
ト
で
コ
ー
ス
図
を
受
け
取
ろ
う
！

②
本
丸
で
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
お
う
！

③
杉
ノ
木
で
官
兵
衛
グ
ッ
ズ
が
当
た
る

く
じ
を
引
こ
う
！

【
問
合
せ
】

「
軍
師
官
兵
衛
」

 

ゆ
く
は
し
推
進
協
議
会
事
務
局

（
行
橋
市
商
工
水
産
課
内
）

℡ 

２
５
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
２
）

甲
冑
を
着
た
い
人 

大
募
集
！

　

甲
冑
を
着
て
官
兵
衛
、
長
政
、
黒
田
24
騎

（
の
う
ち
８
騎
）
に
な
り
き
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
で
も
あ
る
戦

国
時
代
の
陣
の
再
現
。
そ
の
ほ
か
、
コ
ー

ス
各
所
で
登
場
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加

者
と
写
真
撮
影
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

歴
史
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
、
甲
冑
を
着
る

絶
好
の
機
会
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

・
募
集
人
数　

20
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

・
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
年
齢
・
性
別
・
身
長
・
ウ
エ
ス
ト
・
足

の
サ
イ
ズ
を
記
入
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
申
込
締
切　

３
月
14
日
（
金
）
必
着

・
申
込
先

　

〒
８
２
４
‐
８
６
０
１

　

行
橋
市
中
央
１
‐
１
‐
１ 

商
工
水
産
課
内

　
「
軍
師
官
兵
衛
」
ゆ
く
は
し
推
進
協
議
会

【
注
意
事
項
】

　

甲
冑
の
重
さ
は
約
30
～
40 

kg
で
す
。
体
力

に
自
信
の
な
い
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
女

性
の
方
で
も
着
用
で
き
ま
す
が
、
ス
パ
ッ
ツ

や
レ
ギ
ン
ス
等
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
身
長
、
体
重
等
の
制
限
に
よ
り
、
お

断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
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ゆくゆく Information

国
道
２
０
１
号
バ
イ
パ
ス
（
行
橋
IC
関
連
）
が
３
月
９

日
（
日
）
に
開
通
し
ま
す
。
開
通
後
、「
上
片
島
草

野
交
差
点
」
で
接
続
す
る
道
路
が
一
方
通
行
規
制
さ

れ
、
幅
員
も
狭
小
と
な
り
ま
す
。
バ
イ
パ
ス
か
ら
県
道
須
磨
園

南
原
曽
根
線
方
面
（
北
方
面
）
へ
向
か
う
際
は
、
猪
熊
交
差
点

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●問合せ　国土交通省 北九州国道事務所
　TEL ０９３- ９５１- ４３３１道路開通後の一方通行規制にご注意ください

●問合せ　市環境課 計画管理係　
　TEL ２５- １１１１（内線 1251）行橋市指定ごみ袋に記載する標語が決定しました！

行
橋
市
指
定
の
ご
み
袋
に
記
載
す
る
標
語
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
22
作
品
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
左
記
の
９
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◇ 

毎
日
完
食
！
ゴ
ミ
減
量
の
第
一
歩

石い
し
も
と本 

爽そ
う
ま真

◇ 

ご
ち
そ
う
も
の
こ
す
と
む
だ
な
も
え
る
ご
み

石い
し
も
と本 

梁り
ょ
う
す
け高

◇ 

ゴ
ミ
分
け
て
！
地
球
が
光
り
笑
い
出
す

松ま
つ
い井 

宮み
や
こ子

◇ 

地
域
の
力
で
ご
み
へ
ら
し
を
進
め
よ
う古ふ

る
や谷 

美み

よ

こ

代
子

◇ 

捨
て
な
い
で
き
れ
い
な
町
は
あ
な
た
の
手
か
ら

　

中な
か
む
ら村 

邦く
に
こ子

◇ 

ゴ
ミ
の
減
量
が
地
球
を
救
う

渡わ
た
な
べ邊 

友ゆ
う
り莉

◇ 
資
源
ご
み
は
捨
て
ず
に
楽
し
く
リ
サ
イ
ク
ル

工く
ど
う藤 

和か
ず
こ子

◇ 

ゴ
ミ
か
ら
地
球
を
考
え
よ
う

小こ
に
し西 

世せ

き紀

◇ 

ゴ
ミ
分
別
ぼ
く
に
も
で
き
る
エ
コ
ロ
ジ
ー古こ

ば場 

愛あ
い
り梨

市指定ごみ袋の黒帯の箇所に、
標語を掲載する予定です。

 パブリックコメント募集中

み
ん
な
の
憩
い
の
場
“
公
園
”。
公

園
は
、
計
画
的
な
方
針
や
対
策

を
定
め
る
こ
と
で
き
ち
ん
と
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
性
確
保
や
機
能

保
全
を
図
り
な
が
ら
、
維
持
管
理
予
算
の

縮
減
や
平
準
化
も
同
時
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、「
行
橋
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
計

画
」
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
市
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
案
の
閲
覧
方
法

　

・
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

　
　
（
市
役
所
東
棟
３
階
）

　

・
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
東
棟
３
階
）

　

・
市
内
各
校
区
公
民
館

　

・
行
橋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
（http://w

w
w

.city.yukuhashi.

　　

fukuoka.jp/

）

◇
意
見
の
募
集
期
間

　

３
月
３
日
（
月
）
～
３
月
24
日
（
月
）

◇
意
見
の
提
出
方
法

　

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は
市

　

都
市
政
策
課
窓
口
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

〒
８
２
４
‐
８
６
０
１

　

行
橋
市
中
央
１
‐
１
‐
１

　

行
橋
市 

都
市
政
策
課 

都
市
計
画
係

　

℡ 

２
５
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
１
）

　

FAX 

２
５
‐
８
２
０
１

　

Ｅ
メ
ー
ル
↓

　

toshi@
city.yukuhashi.lg.jp

●問合せ　市都市政策課 都市計画係
　TEL ２５ - １１１１（内線 1311）

₄₉₆

行橋IC

₂₀₁

₂₈

×

7時
～9
時

7時
～
9時

拡大図

位置図

7 時～９時
左折できません

7時～９時
右折できません
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第 4 回 市民学芸員と歩くゆくはし探訪

「黒田官兵衛ゆかり豊前地方の春をめぐる」の巻 参加者募集！
●問合せ　行橋市歴史資料館
　TEL ２５ - ３１３３

今
回
は
、
関
ヶ
原
の
戦
後
、
筑
前
へ
移
る
ま
で
に
黒
田

氏
が
豊
前
統
治
の
舞
台
と
し
た
中
津
城
を
中
心
に
そ

の
歴
史
を
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
津
城
は
九
州
最
古
級
の
近
世
城
郭
で
（
天
守
閣
は
昭
和
39

年
建
設
）、
黒
田
氏
か
ら
細
川
氏
、
小
笠
原
氏
、
奥
平
氏
と
歴
代

中
津
藩
主
の
居
城
と
な
り
ま
し
た
。
本
丸
北
側
の
櫓
に
は
黒
田

官
兵
衛
の
石
垣
と
細
川
忠た
だ
お
き興
の
石
垣
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

城
の
東
側
に
造
ら
れ
た
寺
町
に
は
多
く
の
寺
院
が
建
ち
並
び
、

往
時
が
偲
ば
れ
ま
す
。
今
回
そ
の
中
で
、
行
橋
浄
喜
寺
三
代
住

職
良
慶
が
開
基
し
た
寶ほ
う
れ
ん
ぼ
う

蓮
坊
と
、
宇
都
宮
氏
武
士
団
終
焉
の
地

と
な
っ
た
と
云
わ
れ
る
合ご
う
が
ん
じ

元
寺
を
訪
ね
ま
す
。

　

ま
た
中
津
へ
の
途
上
、
吉
富
町
の
八
幡
古
表
神
社
を
訪
れ
ま

す
。
こ
の
神
社
は
、
４
年
に
一
度
行
わ
れ
る
傀く
ぐ
つ
し

儡
子
に
よ
る
「
細

男
舞
・
神
相
撲
」
で
全
国
的
に
有
名
で
す
。
当
日
は
宮
司
に
よ

る
説
明
を
受
け
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
時
　

３
月
23
日
（
日
）
9
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

10
時 

コ
ス
メ
イ
ト
行
橋
出
発　

※
少
雨
決
行

◇
コ
ー
ス
　

コ
ス
メ
イ
ト
行
橋 

→ 

馬
ヶ
岳
城
（
車
上
見
学
）
→ 

吉
富
町
八

幡
古
表
神
社 

→ 

中
津
城
（
昼
食
）
→

中
津
の
寺
町
散
策 

①
寶ほ
う
れ
ん
ぼ
う

蓮
坊（
行
橋
浄
喜
寺
三
代
住
職
良
慶
開
基
の
寺
）

　
　
　
　
　
　
　

②
合ご
う
が
ん
じ

元
寺（
宇
都
宮
氏
家
臣
団
が
討
ち
取
ら
れ
た
寺
）

→ 

道
の
駅 

豊
前
お
こ
し
か
け 

→ 

コ
ス
メ
イ
ト
行
橋

◇
定
員
　

64
人

◇
参
加
費　
１
、５
０
０
円
（
入
城
料
・
弁
当
代
・
資
料
代
・
保
険
料
等
）

◇
募
集
期
間　
３
月
７
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◇
申
込
方
法
　

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
下
記
宛
先
ま

　

で
ハ
ガ
キ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
先
　

　
〒
８
２
４
‐
０
０
０
５　

行
橋
市
中
央
１
‐
９
‐
３

　

コ
ス
メ
イ
ト
行
橋
２
階 

行
橋
市
歴
史
資
料
館
「
ゆ
く
は
し
探
訪
」
係

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現
在
で
課
税
さ
れ
ま

す
。
平
成
25
年
中
に
土
地
や
家
屋
を
取
得
・
喪

失
し
た
方
、
農
地
転
用
申
請
を
し
た
方
、
家
を

新
築
し
て
３
年
度
を
経
過
す
る
方
な
ど
は
、
固
定
資
産
税

が
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
期
間
　
４
月
１
日
（
火
）
～
６
月
２
日
（
月
）

◇
場
所
　
市 

税
務
課 

固
定
資
産
税
係

◇
受
付
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時　

※
土
日
祝
日
は
除
く

【
縦
覧
（
他
の
帳
簿
も
見
て
比
較
で
き
る
）】

　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

◇
縦
覧
で
き
る
人

　

土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
の
納
税
者
ま
た
は
納
税
管
理

　

人
、
同
居
の
家
族
、
委
任
状
を
有
す
る
代
理
人

◇
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
、
窓
口
に
来
る
方
の
印
鑑
、

　

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

※
ご
家
族
で
も
同
居
の
方
以
外
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

【
閲
覧
（
自
分
の
帳
簿
の
み
見
れ
る
）】

　

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
（
名
寄
せ
帳
）

◇
閲
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
ま
た
は
納
税
管
理
人
、
同

　

居
の
家
族
、
委
任
状
を
有
す
る
代
理
人
、
借
地
・
借
家

　

人
等
の
利
害
関
係
者
（
該
当
部
分
の
み
の
閲
覧
）

◇
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
、
窓
口
に
来
る
方
の
印
鑑
、

　

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
借
地
・
借
家
人
等
利
害
関

　

係
人
の
場
合
は
賃
借
物
件
の
明
記
さ
れ
た
契
約
書
等
の

　

利
害
関
係
が
わ
か
る
書
類

※
閲
覧
は
、
期
間
中
郵
送
に
よ
る
受
付
も
行
っ
て
い
ま

す
。

平成２6 年度　固定資産課税台帳等 縦覧・閲覧 がはじまります ●問合せ　市税務課 固定資産税係
　TEL ２５ - １１１１（内線 1137）

る
～
ぷ
る
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
す

る
に
あ
た
り
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
知
恵
を
出
し
合

い
交
流
を
深
め
な
が
ら
“
る
～
ぷ
る
フ

ェ
ス
タ
”
を
企
画
・
運
営
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

◇
募
集
人
員
　

10
人
程
度

◇
対
象
者
　

　
行
橋
市
に
在
住
、
在
勤
・
在
学
す
る

　

18
歳
以
上
の
男
女

◇
活
動
期
間
　
６
月
中
旬
ま
で

◇
活
動
内
容

　

る
～
ぷ
る
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
・
運
営

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
参
加
と
な
り

　

ま
す
。
謝
礼
・
交
通
費
は
支
給
さ
れ
ま

　

せ
ん
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
方
法

　

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

　

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

〒
８
２
４
‐
０
０
０
５

　

行
橋
市
中
央
１
‐
１
‐
２

　

行
橋
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
る
～
ぷ
る

　

℡
・
FAX 

２
６
‐
２
２
３
２

第 9 回  る～ぷるフェスタ実行委員を募集します ●問合せ　行橋市男女共同参画センターる～ぷる
　TEL ２６ - ２２３２

ゆくゆく Information
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ニュース ＆トピックス

まちの話題

ニュース&トピックス
       　 

あなたのまわりの身近な話題を待っています。広報係までご連絡ください。（TEL 25‐9688）

最新の電気自動車を披露
　国内外の自動車会社のコンセプトカーやエコカーが
一堂に会した「福岡モーターショー 2014」に出展さ
れた日産自動車の新型電気自動車「e-NV200」のテス
トカーが、1月 27 日に行橋市役所で披露されました。
車両は市販に向けての実証運行中のテスト車両で、日
産自動車の担当者が走行中に二酸化炭素を含む排気ガ
スを排出しない、緊急時の電源としても活用できるな
ど、公用車としての様々な利用価値について八並市長
をはじめ、市関係者に紹介しました。

官兵衛の魅力を伝える
　「大河ドラマの魅力　黒田官兵衛」講演会が 1月 25
日にコスメイト行橋で開催されました。元NHK福岡
放送局長の三浦元さんによる講演のほか、市歴史資料
館の山中英彦館長と市文化課の小川秀樹課長が、黒田
家と行橋市の関わりなどを紹介しました。また、姫路
市からは、NHK大河ドラマ「軍師官兵衛」応援団体と
して、全国の黒田官兵衛ゆかりの地で PRを行ってい
る「楽踊楽座」のみなさんが訪れ会場を盛り上げました。

馬ヶ岳で救助訓練
　2月 5日、馬ヶ岳で行橋警察署、行橋市、みやこ町、
地元自治会、ボランティアガイドなどが参加して遭難
者救助訓練が行われました。「登山にでかけた夫が帰宅
しない」と家族から連絡があったと想定して訓練は行
われ、時折雪がちらつく天候の中、登山道やその周辺
を捜索し、山頂付近で遭難者を発見すると担架で搬送
訓練を行いました。みなさん、馬ヶ岳を登山の際は安
全第一でお願いします。

後世に残したい貴重な遺産
　市指定の史跡「守田蓑洲旧居」の改修工事が完了し、
1月 30日に落成式が行われました。守田蓑洲旧居は江
戸時代の大庄屋の屋敷で、平成 20年に守田家の 30代
当主の守田和之さんから行橋市に寄贈されました。建
物の保存修理のほか、車を利用して訪れる人のための
駐車場なども整備され、4月下旬から一般公開の予定
です。今後は生涯学習や文化振興、観光の拠点として
行橋市の魅力発信に活用します。

防災と食育の拠点に
　2月 6日、行橋市防災食育センター（東大橋）の落
成式が行われました。防災食育センターは防衛省の補
助を受け災害発生時の被災者に対する食料の供給や、
米、水などの物資の備蓄、防災に関する知識を習得す
るための講習会を実施します。また、平常時には市内
17 の小中学校に約 7,000 食の給食を供給します。落
成式ではテープカットが行われた後、小学生から関係
者に花束とお礼の言葉が贈られました。

福を招くみんなの笑顔と 1 本の寿司
　東北東を向き、美味しそうに巻き寿司をほおばる
120 人の参加者。2月 3日、節分の日にハミング通り
で恵方巻き大会が行われ、盛大なにぎわいを見せまし
た。参加者の手で一からつくる 70mもの恵方巻き。地
元特産のマテ貝を使うのが行橋ならではだそうです。
「たまにはこんな催しに参加するのもいいね」と 74歳
の女性。1本の太く長い巻き寿司が、皆さんの絆にも
見える大変楽しいイベントでした。

力を合わせて、おもちつき
　1月 29日、大橋保育所と泉保育所で食育の一環とし
てもちつき大会が行われました。市役所の若手職員も
地域との交流の一環として保育所を訪問し、園児と力
を合わせて、杵でおもちをつきました。つき上がった
ばかりのおもちから、あんこもちや、きなこもち、チ
ョコーレートが入ったおもちなどができ上がると、子
どもたちは歓声を上げて喜んでいました。

南小に「小さな親切実行章」
　今年度から市内の小中学校で始まった郷土科の授業
で、市内を流れる「今川」について学ぶとともに、今
川河川敷の清掃活動を行った行橋南小学校の3年生に、
「小さな親切」運動本部より「小さな親切実行章」が贈
られました。2月 4 日、「小さな親切」運動行橋支部
のみなさんが小学校を訪れて子ども達に賞状を手渡し、
「これからも小さな親切を続けて、立派な人になってく
ださい」と激励しました。
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市指定史跡「守田蓑洲旧居」で 1月 24日
に行われた防火訓練の様子。近隣住民の
皆さまにご協力いただきました。

春
の
火
災
予
防
運
動 

３
月
１
日
（
土
）
～
３
月
７
日
（
金
）　
※
３
月
１
日
18
時
か
ら
防
災
無
線
で
防
火
広
報
の
放
送
を
行
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
き
ち
ん
と
機
能
し
て
い
ま
す
か
？

早
期
に
気
づ
く
重
要
性

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
亡
の
要
因
は
、

主
に
深
夜
の
就
寝
時
間
帯
の
逃
げ
遅
れ

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

早
く
火
災
の
発
生
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
救
わ
れ
る
命
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
火
災
の
恐
ろ
し
さ
は
煙
に
あ
り

ま
す
。
煙
に
よ
り
呼
吸
を
妨
げ
ら
れ
る

だ
け
で
な
く
、
視
界
を
奪
わ
れ
る
こ
と

で
避
難
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
火
災
か
ら
命
を
守
る
に
は
、

初
期
段
階
の
発
見
に
よ
り
、
避
難
す
る

時
間
を
少
し
で
も
長
く
す
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
早
期
に
火

災
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
を
な

く
す
た
め
に
有
効
な
機
器
で
す
。
ま
だ

設
置
し
て
い
な
い
お
宅
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
早
急
に
設
置
を
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

火災予防運動の重点目標
①住宅防火対策の推進（住宅防火診断を実施します）
②放火火災、連続放火火災防止対策の推進
③特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
④製品火災の発生防止に向けた取組の推進
⑤多数の観客等が参加する行事に対する火災予防指導等の徹底
⑥林野火災予防対策の推進

行橋市消防本部 予防課
℡ ２５ - ２３２５

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

　

約
７
万
３
千
人
の
行
橋
市
民
の
生
命
を
守

る
た
め
、
日
夜
走
る
救
急
車
。
平
成
25
年

の
出
動
件
数
は
３
、１
４
４
件
に
も
の
ぼ
り
、

毎
年
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
は
常
に
最
善
を
尽
く
し
て
、
迅
速

な
搬
送
を
行
う
た
め
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
中
に
は
、
本
当
に
救
急
車
が
必
要
で

あ
っ
た
の
か
と
疑
問
に
思
う
事
例
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

緊
急
性
が
な
い
場
合

●
湿
疹
が
か
ゆ
い　

●
足
を
ひ
ね
っ
た

●
虫
歯
が
痛
い　

●
便
秘
で
お
な
か
が
張
る

●
救
急
車
で
行
く
と
す
ぐ
に
診
て
も
ら
え
る

タ
ク
シ
ー
代
わ
り
の
救
急
要
請

●
医
療
機
関
へ
行
く
方
法
が
な
い

●
□
□
病
院
に
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い

●
今
日
入
院
予
定
だ
か
ら
乗
せ
て
行
っ
て
ほ
し
い

●
開
い
て
い
る
病
院
が
遠
い

●
□
□
時
に
来
て
ほ
し
い

　

救
急
車
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
救
急
を
要

す
る
患
者
を
運
ぶ
た
め
に
用
意
さ
れ
た
車
で

す
。救
急
車
の
適
正
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

 ⇒

 

緊
急
性
は
低
い
が
、
ど
こ
の
病
院
に
行

　
　

っ
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
。

 ⇒

 

ど
う
し
て
よ
い
か
迷
っ
た
り
、不
安
だ
。

　

こ
ん
な
と
き
は
、
行
橋
消
防
署
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
橋
市
消
防
署　

℡ 

２
５ -

２
３
２
３

　

火
災
予
防
の
重
点
目
標
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」。
住

宅
防
火
対
策
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
有
効
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
空
気
中
の

煙
や
熱
の
変
化
を
感
知
し
て
火
災
の
発

生
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、

ホ
コ
リ
な
ど
が
付
着
す
る
と
正
確
に
火

災
の
発
生
を
感
知
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

誤
作
動
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
定
期
的
に
本
体
を
拭
く
等
の
清

掃
を
し
、
作
動
試
験
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

電
池
式
の
も
の
に
は
、
電
池
が
な
く

な
る
前
に
音
や
光
で
知
ら
せ
る
機
能
が

あ
り
ま
す
。
電
池
切
れ
等
に
よ
る
警
報

音
を
火
災
と
間
違
え
て
“
１
１
９
番
通

報
”
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
警
報
音
が
鳴
っ
た
ら
、

①
ま
ず
は
火
事
で
な
い
こ
と
を
確
認

②
電
池
切
れ
の
警
報
で
あ
れ
ば
電
池
を
は

　

ず
し
、
早
急
に
新
し
い
も
の
に
交
換

※
機
種
に
よ
っ
て
は
電
池
の
み
の
交
換

が
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
販
売

店
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平成 25 年の火災件数と内訳
火災件数　全26件

建物火災　9件 林野火災　 3件

車両火災　0件 その他火災14件

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
！

　

消
防
本
部
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
や

消
火
器
の
販
売
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
は
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

行橋市国際交流員シェリルの
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興味津々♪♪行橋滞在記

■日 時：3 月 13 日（木）、3 月 27 日（木）
　　　　　　18 時 30 分～ 20 時 30 分
■場 所：行橋市コミュニティセンター（行橋駅高架下）
■参 加 費：100 円

No.7

　最近、だんだん暖かくなり、春が近づいてきている
のを感じます。春までもうすぐです。
　今年の旧正月、私はシンガポールの実家へ帰らず、
日本で過ごしました。親友 2 人がシンガポールと上海
からわざわざ私に会いに日本に来てくれて、3 人で大
阪海遊館、京都の清水寺などを観光し、楽しく過ごし
ました。私の友達は、フランスにいるお母さんと日本
の景色を分かち合いたくて、時々チャットを使い、リ
アルタイムでお母さんに日本の景色を見せたり、話し
たりしていました。その様子を見ていて、昔より便利
な時代になったものだと実感しました。昔は手紙や電
話しかありませんでしたが、通信技術が進歩し、今で
はどんなに遠くても、インターネットがあれば家族や
友達とリアルタイムで映像を見ながら話せるようにな
りました。家族や友達が外国にいる人達にとっては、
距離がぐっと近く感じられるようになったと思いま
す。しかし一方では、同じ食卓を囲んでいるのに、家
族や友達とろくに会話もせず、スマートフォンやタブ
レットを扱ってばかりいる人が増えています。将来、
人と人とのコミュニケーションは一体どうなることで
しょう。

　この旅行の前に、友達が日本の足袋を買いたいと
言っていたので、皆で京都に行って買い物をする時、
一緒に足袋を探しました。室内で履くソックスとして
の足袋しか知らなかったので、最初は普通の黒い足袋
ソックスのことだと思っていました。しかし、私の友
達が欲しかったのは、外で履く地下足袋のほうだった
のです。いろいろな店やデパートへ行きましたが、な
かなか見つけられませんでした。最後にデパートの店
員に売り場を教えてもらい、やっと買うことができま
した。友達にどうして地下足袋を買いたかったのか疑
問に思い理由を聞いてみると、知り合いが持っている
のを見たことがあって、地下足袋に興味を持ち自分も
履いてみたいと思ったとのことでした。一般的に農林
業や大工など屋外で作業をする職人や、祭りなどで神
輿を担ぐ人たちが履いているのですが、外国人にとっ
て、地下足袋は面白い履物だと思う人が多いのではな
いでしょうか。
　今回は日本に滞在して初めての春です。春というと、
花がいっぱい咲く季節です。シンガポールは熱帯雨林
気候なので、植物も熱帯雨林に見られる種類が多いで
す。シンガポールには、日本の春みたいにたくさんの
花が咲く特別な季節はありません。桜の木が並んでい
る光景を写真では見たことがあるのですが、実際に見
たことは一度もないのです。日本にいる間に花見を体
験してみたいです。花が好きなので、いろいろな種類
を見られるのは楽しみです。皆さん、一緒に春を歓迎
しましょう。

～ 近 場 で 国 際 交 流 ～

　行橋 Kampong Spirit 
初心者向け

Let's Enjoy English 「一緒に英語を楽しみましょう！」

　子どもが小さい頃から英語に慣れ親しめるよう、親子で楽しく基礎英会話を学べる教室を開催します。絵本や歌
で簡単な英語を学んで、いっしょに楽しみながら英語を身につけましょう！

■日 時 ：4 月 5 日（土）、4 月 19 日（土）、
　　　　　　5 月 10 日（土）、5 月 24 日（土）　　※全 4 回
　　　　　　10 時 30 分～ 12 時
■場 所 ：行橋市コミュニティセンター（行橋駅高架下）
■対 象 者：行橋市在住の満 3 歳児から小学校 3 年生の
                 子どもとその保護者 
　　　　　　※必ず保護者が同伴してください。
■定 員 ：10 組　
　　　　　　（1 組に最大で大人 1 人に対し子ども 2 人）
　　　　　　※申込みが定員を超えた場合は抽選
■参 加 費：1 組 1 回につき 100 円

テーマ：２月の旅

■申込方法：参加者の氏名、年齢、住所、電話番号を記入し、
　　　　　　ハガキ、FAX、E メールでお申込みください。
■申 込 先
　〒 824-8601 行橋市中央 1-1-1
　市 市民協働課「Let's Enjoy English」係
　FAX：２４‐８２２６
　Ｅメール：kyoudou@city.yukuhashi.lg.jp
※Ｅメールでの申込みは、
　タイトルに「Let's Enjoy English ! 」と入力してください。
■応募締切：3 月 14 日（金）

【問合せ】市 市民協働課（東棟 1 階）
　　　　　℡ 25-1111（内線 1008、1009）
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サ
ッ
ク
ス
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

横
浜
の
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
、シ
ャ
ン
テ
ィ

ド
ラ
ゴ
ン
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ
、

歌
謡
曲
、
童
謡
ま
で
、
サ
ッ
ク
ス
と
ピ

ア
ノ
に
よ
る
素
敵
な
ア
レ
ン
ジ
で
お
送

り
し
ま
す
。
京
都
市
や
行
橋
市
の
ア
マ

チ
ュ
ア
も
参
加
予
定
で
す
。ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
の
で
、
小
さ
い

お
子
さ
ま
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
！

★
日
時　

３
月
９
日
（
日
）
14
時
開
演

★
場
所　

行
橋
赤
レ
ン
ガ
館

★
入
場
料　

１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
高
校
生
以
下
は
無
料
、
飲
み
物
・
菓
子
つ
き
）

★
問
合
せ　

℡ 

０
９
０
‐
３
２
６
１
‐
７
５
９
２
（
竹
中
）

ど
ん
ぐ
り
と

 

バ
ス
に
乗
っ
て

  

出
か
け
ま
せ
ん
か
？

★
日
時　

４
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　

９
時
～
16
時
（
予
定
）

　
　
　
　

８
時
50
分
に
行
橋
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に
集
合

★
行
き
先　

①
糟
屋
郡
宇
美
町

　
　
　
　
　

・
障
が
い
者
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
施
設
ノ
ア

　
　
　
　
　

・
循
環
レ
ス
ト
ラ
ン
「
の
あ
」（
昼
食
）

　
　
　
　
　

②
太
宰
府
天
満
宮

★
対
象
者　

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方

　
　
　
　
　

環
境
や
福
祉
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
方

★
参
加
費　

１
、０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

★
定
員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

★
申
込
締
切　

３
月
15
日
（
土
）

★
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

福
祉
作
業
所 

ど
ん
ぐ
り

　
　
　
　
　

行
橋
市
高
来
19
‐
１

　
　
　
　
　

℡ 

２
５
‐
２
９
２
３

　
　
　
　
　
　

 

０
９
０
‐
４
３
５
８
‐
６
３
７
１
（
新
）

市

民

の

伝

言

板

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
バ
ン
ド
」

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
！
ビ
ー
ト
ル

ズ
や
懐
か
し
い
70
年
代
ポ
ッ
プ
ス
を
中
心

に
、
斉
藤
和
義
の
曲
や
ジ
ャ
ズ
も
演
奏
し
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

★
日
時　

３
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

15
時
30
分
開
場
、
16
時
開
演

★
場
所　

行
橋
赤
レ
ン
ガ
館

★
問
合
せ　

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
バ
ン
ド
（
市
木
）

　
　
　
　
　

℡ 

０
９
０
‐
１
３
４
０
‐
６
２
６
２

「
謡
曲
・
仕
舞
」
稽
古
の
ご
案
内

　

声
を
出
す
こ
と
は
、
心
身
の
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

個
人
指
導
で
、
ゆ
っ
く
り
と
初
歩
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す

の
で
、
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
見

学
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

★
日
時　

３
月
５
日
（
水
）、
19
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

★
場
所　

行
橋
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

★
講
師　

シ
テ
方
歓
世
流 

木
月
靖
謳
会　

木
月
晶
子
師

★
問
合
せ　

℡ 

２
５
‐
３
１
３
１
（
高
城
）

「
ヨ
ヨ
韓
国
語
教
室
」
生
徒
募
集

　

４
月
か
ら
韓
国
語
教
室
を
開
講
し
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に

楽
し
く
韓
国
語
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

★
日
時　

・
初
級
０
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

第
２
・
４
土
曜
日
、
17
時
～
18
時
30
分

　
　
　
　

・
初
級
１
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

第
２
・
４
土
曜
日
、
13
時
～
14
時
30
分

　
　
　
　

・
初
級
２
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

第
２
・
４
土
曜
日
、
15
時
～
16
時
30
分

★
場
所　

行
橋
市
稗
田
公
民
館

★
問
合
せ　

℡ 

０
９
０
‐
５
３
８
５
‐
５
０
３
１
（
村
田
）

　

昨
年
８
月
以
降
、
行
橋
市
内
で
某
訪
問
業
者
が
「
ボ
イ
ラ
ー
」

「
給
湯
器
」
の
点
検
と
称
し
て
訪
問
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
故
意
に
給
湯
器
へ
負
荷
を
か
け
て
煙
を
発
生
さ
せ
た
り
、「
灯

油
が
漏
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
火
事
に
な
る
」
と
消
費

者
を
不
安
に
さ
せ
て
、
高
額
な
ボ
イ
ラ
ー
や
給
湯
器
の
契
約
を
勧

め
ら
れ
た
と
い
う
相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

勧
誘
さ
れ
た
相
談
者
が
、
普
段
取
引
の
あ
る
業
者
に
点
検
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
給
湯
器

等
に
異
常
が
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

相
手
の
言
う
こ
と
を
鵜う

の呑

み
に
し
て
、
見
知
ら
ぬ
業
者

と
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、
信

用
の
あ
る
業
者
に
調
べ
て
も

ら
う
な
り
、
周
囲
の
方
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。【

お
問
合
せ
先
】

　

行
橋
市
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

行
橋
市
西
宮
市
２
‐
１
‐
39

　
　
　

   

（
Ｊ
Ｒ
行
橋
駅
西
口
出
て
す
ぐ
）

　
　

℡ 

２
３
‐
０
９
９
９

『
給
湯
ボ
イ
ラ
ー
の
悪
質
点
検
商
法
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ご
用
心
！

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

第４回育児講演会
「赤ちゃんの発達を促すふれあい遊び」

26．3．1　⑫

あなたの健康を応援します　℡ 2３-８８８８
健康づくり
推進係

　今回は、春の味覚、菜の花といちごをつかったレシピをご紹介します！

管理栄養士のおすすめレシピ♪
 材料（2 人分）
菜の花
うす口しょうゆ
いちご
厚揚げ（絹ごし）
　　　砂糖
  A　  塩
　　　練りごま

1/2 束（100g）
小さじ 1
4 粒
1/2 枚（100g）
小さじ 1
小さじ 1/5
小さじ 1

【菜の花といちごの絹白あえ】
①菜の花は熱湯でゆで、水にとって水気をしぼる。うす口しょうゆをかけて、　
　再度しぼり、2cm の長さに切る。
②いちごはへたを取り、縦 4 つに切る。
③厚揚げは熱湯でさっとゆで、水気をとる。周囲の揚げ皮を薄くそぎ、これを
　たんざく型に切る。
④厚揚げの豆腐の部分はボールに入れ、泡だて器などでつぶす。なめらかになっ
　たら A を混ぜ、揚げ皮、菜の花、いちごを加えて、あえてできあがり！

◆日 時：3 月 20 日（木） 9 時 30 分～ 11 時
◆場 所：ウィズゆくはし
◆対象者：行橋市在住の赤ちゃんとその保護者
◆内 容：母乳相談、栄養相談、育児相談など
◆申込締切：3 月 13 日（木）
※計測のみご希望の方は、子育て支援サークル「なかよし広場」
　をご利用ください。

ハグルーム（育児相談） 要予約

　子育ての応援ができるように、生後 4 カ月までの赤ちゃん
がいるご家庭を対象に家庭訪問を行います。
◆対象者：平成 25 年 12 月生まれの赤ちゃん
◆訪問者：助産師、保健師、保育士など
◆内 容：赤ちゃんの育児のご相談、乳幼児健康診査・定期
　 　　　　 予防接種のご説明、育児相談（ハグルーム）やサー
　　　　　  クル等のご案内
◆料 金：無料
※訪問時、出生届の手続きの際にお渡しした "こんにちは赤
　ちゃん訪問アンケート " を回収します。
※日程は事前にご連絡します。プライバシーは厳守します。

乳児家庭全戸訪問事業
3月の“こんにちは赤ちゃん訪問”

　とってもデリケートな赤ちゃんのこころとからだにうれし
い体操や姿勢など、実際に体験しながらのお話です。ぜひ親
子でご参加ください。
◆日 時：3 月 14 日（金） 10 時～ 11 時 30 分
◆場 所：ウィズゆくはし 1 階 多目的ホール
◆講 師：中島 千鶴子さん（作業療法士）
◆対象者：生後 2 カ月～ 4 カ月健診を受ける前までの赤ちゃ
　　　　　 んとその保護者
◆定 員：36 組（定員になり次第締切）
◆申 込 み：行橋市子育て支援センター（℡ 25-5488）へお
　　　　　  申込みください。

要予約

子育て
支援係子育てを頑張る

皆さんを応援します！
℡ 2５-１１１１（内線 1183、1184）

◆ひとくちメモ◆ ✿いちご
　ビタミン C、葉酸、食物繊維がたっぷり含まれています。
中粒なら 7 粒食べるだけで 1 日のビタミン C 必要量がとれ、
風邪予防に効果的です。

✿菜の花
　ビタミン C、B2、E、カロテンといった抗酸化作用の高い
成分をたっぷり含んでおり、その相乗効果が期待できます。

◆日 時：第 2・4 金曜日　13 時 30 分～ 15 時
　　　　 　※初回は 4 月 11 日（金）です。
◆場 所：ウィズゆくはし 1 階 トレーニングルーム
◆会 費：2,000 円 /3 カ月
　　　　（会費とは別に、保険料 1,850 円 / 年がかかります）
◆定 員：10 人（定員になり次第締切）
◆持参品：運動のできる服装、上靴、タオル、水筒など
◆申 込 み：3 月 10 日（月）～ 14 日（金）に、健康づくり
　　　　　  推進係へお申込みください。

　ステップ運動とは、高さが調節できる専用の踏み台を使用
して、音楽に合わせて昇り降りをする運動です。スロージョ
ギングやストレッチ等の運動も取り入れており、筋力アップ
や高血圧、脂質異常症、糖尿病などの予防に効果的です。自
分のペースで行えますので、運動経験がなくても大丈夫です！
ぜひ参加してみませんか？
　3 月 28 日（金）に、お申込みされた方の入会体験を行います。
必ずご参加ください。その際、3,850 円（会費＋保険料）を
集めます。

ステップ運動教室　　新規会員募集！



● 催 し ●
北九州空港
開港 8 周年イベント
北九州エアターミナル株式会社

093-475-4195 　 093-475-1304
　開港 8 周年を記念して、各種楽しい
イベントを用意しています。
■日時：3 月 16 日（日） 10 時～ 15 時
■場所：北九州空港旅客ターミナルビル
■内容
①記念コンサート

（マンドリン＝ 10 時 30 分、12 時 30 分、
祗園太鼓＝ 11 時 30 分、13 時 30 分）
②豊前とんぴん市による物産展、豊前
海あさり汁の振る舞い
③ふわふわダンボ、警察・消防車両の
展示、ゆるキャラ集合、スターフライ
ヤー就航 8 周年サンクスフェア
④ミニ新幹線乗車会
　（10 時～ 12 時、13 時～ 15 時）
⑤はしご車体験（11 時～ 12 時）
※ 9 時 30 分から空港正面玄関にて整理
券配布（小学生先着 30 人）
⑥地震体験車
　（10時～11時30分、13時30分～15時）
⑦先着 888 人へ粗品配布

平成筑豊鉄道各種イベント
平成筑豊鉄道

0947-22-1000
【第 19 回平成筑豊鉄道沿線史跡探索
ウォーク】
■日時：3 月 9 日（日）
　あかぢ駅（小竹町）に 10 時集合
■コース：あかぢ駅→塙

ばんせき

石→渡し場跡
→沈下橋→南直方御殿口駅

（歴史ボランティアによるガイド付）
■参加費：無料
【第 2回トロッコトラム】
　トロッコ列車を運行します。ジャグ
リング、津軽三味線、ダンス等の催しや、
田川ホルモン鍋、うどん、焼き鳥、た
こ焼き、ピザ等の出店予定です。また、
トロッコ列車乗車時に、ちくまるキッ
プの提示で記念品をプレゼントします。
■日時：3 月 9 日（日） 10 時～ 16 時
■場所：赤駅前（赤村）
※源じいの森温泉では、受付時にちく
まるキップを提示すると、入湯料が無
料となります。

● 講座・講演 ●
京築手話協会 公開講座

（一財）京築手話協会
0979-82-1590

　第 1 回目の研修会は、体と心がテー
マです。いっしょに学習しませんか？
多くの方のご参加をお待ちしています。
■日時：3 月 16 日（日） 10 時から
■場所：行橋市コミュニティセンター
■内容：①講演「ストレスってなに？
ストレスの解消の方法は？」
講師＝井料美輝子さん（臨床心理士）
②講演「メタボ予防、膝痛、腰痛、頭
痛予防」
講師＝井内陽三さん（理学療法士）
※昼食は各自でご用意ください。
■参加費：500 円（資料代）
■定員：50 人（定員になり次第締切）
■申込み：電話か FAX にて上記へお申
込みください。

●スポーツ●
早朝野球大会が開幕します
行橋市体育協会　 25-8222
■日時：4 月 13 日（日）～ 7 月中旬
　　　　6 時～ 7 時 30 分
■場所：中山グラウンド
■参加資格：市内在住・在勤者のチー
ム（3 人までは該当しなくてもよい）ま
たは、全日本軟式野球連盟に加盟して
いるチーム。
※学生（中学生・高校生・大学生）の
チーム、他支部に登録しているチーム
は除きます。
■参加費：12,000 円
　　　　（加入金 2,000 円を含む）
■申込み：3 月 20 日（木）までに、選
手名簿（1 チームにつき監督以下 25 人
以内）と参加料を添えて、体育協会へ
お申込みください。

第 40 回ふれあい
ソフトバレーボール春季大会
行橋市体育協会　 25-8222
■日時：4 月 20 日（日）
　受付＝ 8 時 50 分～ 9 時 10 分
　開会式＝ 9 時 20 分
■場所：行橋市民体育館
■参加資格：京築地区在住・在勤の 15
歳以上の社会人の方、および京築地区
内のチームに所属する方
■種目
A ＝レディース・フリーの部
　（女性 4 人、年齢制限なし）
B ＝レディース・シルバーの部
　（女性 4 人、50 歳以上）
C ＝トリム・フリーの部

（男性 2 人以内・女性 3 人以内の計 4 人）
D ＝トリム・シルバーの部

（50 歳以上の男性 2 人以内・女性 3 人
以内の計 4 人）
■参加費：1 チーム 1,000 円
　※大会当日に納入してください。
■申込み：所定の申込用紙に記入の上、
4 月 9 日（水）までに、体育協会へお
申込みください。申込用紙も体育協会
に用意しています。

第 52 回
壮年ソフトボール大会
行橋市体育協会　 25-8222
■日時：4 月 6 日（日）
■場所：多目的グラウンド
　　　（行橋総合公園内）
■参加資格：満 35 歳（大会日基準）以
上の市内在住者または在勤者とする。
また、チーム編成は、校区や町内単位、
クラブ組織で編成されたチ－ムとする。
■参加費：1 チーム 3,000 円
■申込み：3 月 20 日（木）17 時までに、
体育協会へお申込みください。

●お知らせ・相談●
業者登録申請の受付
市契約検査課　 内線 1381、1382
　業者登録申請の受付を実施します。

【物品・役務の市内・市外業者】
■対象：平成 26･27 年度に物品・役務の
入札や見積に参加を希望する方が対象で
す。
■受付期間：3 月 3 日（月）～ 31 日（月）
■申込方法：市規定の申請書を受付期間
内に契約検査課（市役所西棟 3 階）へ提
出してください。持参でのみ受け付けま
す。なお、申請書は市ホームページより
ダウンロードが可能です。
※行橋市では、平成 26 年 4 月から「行
橋市防災食育センター」において学校給
食の配給を開始します。「行橋市防災食
育センター」で使用する学校給食用物資
の納入を希望する方は、「平成 26･27 年
度物品 ･ 役務入札参加資格審査申請書提
出要領（学校給食用）」をご覧ください。

【建設工事、測量・設計等の市内業者】
■対象：平成 26 年度に建設工事（土木・
建築・電気・管・舗装・塗装・造園等）
および測量・設計等の入札や見積りに参
加を希望する方が対象です。
※建設業許可、経営事項審査および各種
登録を受けていない業者、ならびに市税
等の滞納がある業者は受け付けしません。
■受付期間：4 月 1 日（火）～ 30 日（水）
■申込方法：市規定の申請書を受付期間
内に契約検査課（市役所西棟 3 階）へ提
出してください。持参でのみ受け付けま
す。なお、申請書は市ホームページより
ダウンロードが可能です。

選挙人名簿の縦覧できます！
市選挙管理委員会事務局　 内線 1521
　平成 26 年 3 月 1 日現在で新たに選挙
人名簿に登録される方について、下記の
とおり縦覧を行います。今回登録される
のは、平成 25 年 11 月 23 日から平成 25
年 12 月 1 日までに転入の届出をされた
方です。
■期間：3 月 5 日（水）～ 9 日（日）
■時間：8 時 30 分～ 17 時
■場所：選挙管理委員会事務局
　　　　　　（市役所 5 階）

● 募 集 ●
平成 26 年度
新規神楽講団体登録の募集
市総合政策課　 内線 1422
　京築地域 7 市町で構成する「神楽の里
づくり推進協議会」では、平成 7 年度か
ら、神楽をシンボルとした地域づくりを
進めています。協議会では、神楽の保存
と育成を図り、協力体制を確立すること
を目的に、京築地域の神楽講団体の登録
と助成を行っています。現在、京築地域
では、32 団体が登録されています。平
成 26 年度新規登録を希望される団体は、
神楽団体登録要綱等資料をお渡しします
ので、ご連絡ください。
■助成金額：年度額上限 3 万円
■助成対象：衣裳購入費等
■新規登録受付締切：3 月 10 日（月）

公民館主事募集
市生涯学習課　 内線 1333
■募集期間：3 月 14 日（金）まで
■職務内容：校区公民館運営およびその
他教育委員会が必要と認めたもの
■雇用期間：平成 26 年 4 月 1 日～平成
27 年 3 月 31 日
■勤務形態：月 17 日勤務
　8 時 30 分～ 17 時　
※休館日＝毎週火曜日、8 月 15 日、12
月 28 日～ 1 月 4 日
■応募要件：①平成 26 年 4 月 1 日現在
で 65 歳未満の方
②仲津校区に居住している方
※その他詳細はお問合せください。
■募集人員：1 人
■申込み：履歴書（写真付）を持参の上、
生涯学習課までお申込みください。

職業訓練生（5 月生）募集
八幡職業能力開発促進センター

093-641-6909
■募集訓練科名
①若年者溶接施工科（7 人）
②若年者住宅リフォーム技術科（6 人）
③溶接施工科（15 人）
■訓練期間
①③＝ 5 月 2 日（金）～ 10 月 28 日（火）
②＝ 5 月 2 日（金）～ 11 月 26 日（水）
※受講料は無料ですが、教科書、工具、
訓練生保険料等は個人負担です。
■対象者：ハローワークに求職申込みを
し、受講指示または受講推薦をいただけ
る方
※ただし、①は 18 歳以上 40 歳未満の方、
②は 40 歳未満の方
■選考日：4 月 8 日（火）
※筆記試験および面接を行います。
■募集期間：3 月 20 日（木）まで
■申込み：住所を管轄するハローワーク
へお申込みください。
※ 3 月 12（水）、19 日（水）13 時 30 分
から、施設見学会を行います。予約不要
ですので、ぜひご参加ください。

草刈業務登録業者の募集
市環境課環境係　 内線 1253
　現在、行橋市では「空き地に繁茂した
雑草等の除去に関する条例」に基づき、
草刈業務の作業者を紹介しています。登
録を希望する業者は、下記のとおり申請
してください。
■募集期間：3 月 14 日（金）まで
■紹介期間：平成 26 年 4 月 1 日（火）
～平成 27 年 3 月 31 日（火）
■応募要件：①②をともに満たす業者
①市の指名願提出業者であること
②下記料金で請負えること
委託料 1㎡につき 75 円が標準です。
※年 2 回の草刈の場合は 1㎡につき 65
円、木や竹林等で繁っている場合等は業
者の見積りとなります。
■申込み：平日 9 時～ 16 時（12 時～ 13
時は除く）に環境課窓口でお申込みくだ
さい。

⑮　26．3．1 26．3．1　⑭Information

行橋市ホームページ
http://www.city.

yukuhashi.fukuoka.jp

Information Box

電 話 FAX ホームページ メール

市役所 TEL ２５−１１１１
FAX ２５−０２９９

市民会館 TEL ２５−１１２５

ウィズゆくはし TEL ２３−１１１１
FAX ２２−２９０３

中央公民館 TEL ２２−３９１１
市民体育館 TEL ２４−４０００
研修センター TEL ２５−３３５５

コスメイト行橋 TEL ２５−２３００
FAX ２５−１４５６

サンワークゆくはし TEL ２４−８８１１
シルバー人材センター TEL ２６−３３５５
中山グラウンド TEL ２４−５８５９
行橋市体育協会 TEL ２５−８２２２
男女共同参画センター TEL ２６−２２３２
行橋赤レンガ館 TEL ２３−７７２４

行橋シティインフォメーション放送中！！
月曜日～金曜日の午前 8時10分から、スターコーンFM（FM76.7MHz）にて放送しています。

情　報　＆　ス　ポ　ー　ツ ※スポーツの結果は、いずれも主催者発表です。
　氏名は敬称を省略しています。

　宝くじの収益金は、コミュ
ニティ活動の助成やまちづくりに役立てら
れています。行橋市では、今井神楽研修会
が神楽に使用している面や衣装等の購入で、
助成を受けました。
　これらの備品は、地元のお祭り等のコミ
ュニティ活動での神楽奉納で使用されます。

宝くじの収益金が
地元の神楽団体の活動に役立てられました！



各種相談 相談日 相談時間 相談場所 予約・問合せ
児童・生徒相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内  児童・生徒相談センター 25-0119
婦人相談 月〜金 9 時〜 16 時 市役所内 25-1124
雇用・労働相談 月～金 8 時 30 分〜 17 時 市役所　企業立地課 25-9766

若者向け就労支援窓口 第2・4金曜 10 時～ 17 時 北九州若者サポートステーション
093-512-1871

消費生活相談 月〜金 　9時〜12時15分、
13 時〜15時30分

行橋市広域消費生活センター
（行橋市西宮市 2-1-39） 23-0999

障害者相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所 25-1111/ 内線 1153

母子・寡婦相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所 25-1111/ 内線 1182
京築保健福祉環境事務所 23-2970

出張労働相談 第 4 月曜 17 時〜 20 時
（受付 19 時まで） 相談

会場

行橋市コミュニティセンター 福岡県北九州労働者支援事務所
093-592-3516

子育て女性就職相談
（予約制） 第 1 水曜 10 時〜 15 時 行橋市男女共同参画

センターる～ぷる
子育て女性就職支援センター
093-571-6440

※心配ごと相談 月〜金 13 時〜 16 時
ウィズゆくはし 行橋市社会福祉協議会

23-1111
（電話での相談は

 受け付けていません）

弁護士相談（予約制） 第 2 水曜 13 時〜 16 時 30 分

行政相談 弁護士相談日
の翌日 13 時〜 16 時

行政書士市民相談会
（遺言・相続・成年後見等） 第 4 水曜 10 時～ 16 時 市役所内 福岡県行政書士会

092-641-2501

認知症相談 月〜金 9 時～ 17 時 行橋市高齢者自立支援センター
（行橋市大字道場寺1446-25） 26-2370

市税・国保税の
納付、納税相談等 第 2・4　

　　木曜
夜間窓口

（20 時まで）

市役所　収納課 25-9699

後期高齢者医療
保険料の納付、相談 市役所　国保年金課 25-9722

年金出張相談（予約制） 第１木曜 10 時～ 12 時、
13 時～ 15 時 30 分 行橋商工会議所 小倉南年金事務所

093-471-8873
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行橋京都休日・夜間急患センタ－
〒824-0002 行橋市東大橋 2-9-1 TEL：26-1399
歯科
■日曜・祝祭日　9 時〜 18 時（受付は 17 時まで）

内科・小児科
■月曜〜金曜日　
　19 時 30 分〜翌朝 6 時（小児科は 23 時まで）
■土曜・祝祭日の前日　
　19 時 30 分〜翌朝 9 時（内科・小児科とも）
■日曜・祝祭日
　昼間　9 時〜 18 時（内科・小児科とも）
　夜間　19 時 30 分〜翌朝 6 時（小児科は 23 時まで）

　

人の動き

平成 26 年
 1 月末現在

（住民基本台帳より）
人口 72,846 人
　男 34,769 人
　女 38,077 人
　世帯 30,493

【前月比】
　人口  23 増 
　世帯  56 増

ゴミの動き

（1 月分）
 可燃ゴミ
　● 1,518t
 不燃ゴミ
　● 82t
 資源ゴミ
　● 50t
 １人当りのゴミ
　● 21.5kg

【前月比】
 可燃ゴミ
　● 304t 減
 不燃ゴミ
　● 21t 減

【前年同月比】
 可燃ゴミ
　● 62t 減
 不燃ゴミ
　●増減なし

※休日相談医は変更になる場合があります。
テレホンサービス TEL 24-4141でご確認ください。

市報ゆくはし３月１日号は、２６，８５０部作成し、１部あたりの印刷単価は３０．４５円です。
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現在貯水量
11,840,000t
総貯水量

16,450,000t

貯水率 … 71.9％

油木ダム貯水量
（2/20 現在）

各種相談・休日相談医（3/1 ～ 3/31）
3 月
  2 日　内田産婦人科医院（TEL23-0155）
　　　  はまさき循環器科（TEL22-0070）
  5 日　子育て女性就職相談　
  6 日　年金出張相談（予約制）
  7 日   補聴器相談（市役所 202 会議室、13 時～ 15 時）
  9 日　しんもと産婦人科（TEL22-0818）
　　　  さとう医院（TEL32-3018）
12 日　弁護士相談（予約制）
13 日　行政相談
　　　  夜間窓口（収納課・国保年金課）
14 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
16 日　ひえだ診療所（TEL22-9544）※変更となりました
　　　  長末医院（TEL33-4145）
17 日   補聴器相談（市役所 301 会議室、13 時～ 15 時）
21 日　新行橋病院（TEL24-8899）
23 日　佐藤整形外科クリニック（TEL24-3313）
24 日　出張労働相談
　　　  交通事故相談（市役所 505 会議室、10 時～ 15 時）
26 日　行政書士市民相談会（市役所 501・502 会議室）
27 日　夜間窓口（収納課・国保年金課）
28 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
30 日　やまみち胃腸科内科（TEL23-2208）

防災行政無線の放送内容は、
２４－０３００で確認できます。

【通話料利用者負担】
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弁護士相談は、「心配ごと相談」の後、
市内の方のみご利用いただけます。

　2月 20 日から 3月 7日まで、行橋赤レン
ガ館で「行橋市児童画・硬筆書写展」が開催
されています。

※若者向け就労支援窓口は、
　原則予約制です。

～ 納付は便利な口座振替で ～

今月の納期【 3 月 】

◆ 後期高齢者医療保険料
　　　　　第8期


